
［成果情報名］ダイズにおけるウコンノメイガの要防除水準  
［要約］8 月 10 日頃の茎当たり葉巻数が 10 個を超えると収量が低下する。7 月 6 半旬に茎当 

たり葉巻数が 1.3 個あると、8 月 10 日頃の茎当たり葉巻数が 10 個になると予測されるた 

め、防除が必要である。 

［キーワード］ウコンノメイガ、ダイズ、要防除水準、葉巻 

［担当］秋田農技セ農試・生産環境部  
［代表連絡先］電話：018-881-3330 

［区分］東北農業・基盤技術（病害虫）  
［分類］技術・普及  
-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 
近年東北地方において、ダイズの食葉性害虫であるウコンノメイガの発生量が増加傾向 

にある。しかしながら、本種による被害は圃場間差が大きいことや食害量と収量との関係

は明確ではなく、圃場毎の防除要否を判断する指標の作成が望まれていた。 

そこで、2007～2010 年において、葉巻数を指標とした要防除水準の検討を行った。 

  
［成果の内容・特徴］ 
１．ウコンノメイガによる葉巻は 7 月下旬から発生が認められ、多発圃場では 8 月 2 半旬

頃に盛期となり、その後、葉の著しい食害や落葉等により葉巻数が減少する（図 1）。  
 
２．被害許容水準を 5.7%とした場合、8 月 10 日頃の茎当たり葉巻数が 10 個を超えると収

量が低下する傾向がある (図 2）。 

 
３．ウコンノメイガの加害によって莢数と稔実粒数が減少する。百粒重が低下する傾向は

認められない（図 3）。 

 
４．7 月 6 半旬と 8 月 10 日頃の葉巻数の間には正の有意な相関が認められ、8 月 10 日頃の

10 個に相当する７月 6 半旬の 90%信頼区間の下限値は 1.3 個である（図 4）。 

 

５．7 月 6 半旬の葉巻数調査は、信頼度を 68%程度で茎当たり葉巻数の抽出誤差を 0.2～0.3

とした場合、圃場全体において 40～60 茎で行う必要がある。  
 
 
［成果の活用面・留意点］ 
１．品種「リュウホウ」を、秋田市雄和現地圃場に 5 月下旬～6 月中旬に播種した試験の

結果である。 

 
２．被害許容水準は、秋田県における 10a 当たり平均収量 153kg（農林水産統計 平成 22

年 4 月 20 日公表）とし、単価は作物別技術・経営指標（2008 年度版）秋田県農林水

産部を参照して、粗収益に対する薬剤費（CYAP 粉剤）の割合から算出した。 

  
３．1 小葉に複数個の葉巻が形成されている場合はそれぞれを 1 個として計数している。 

 
４．2010 年は 8 月中旬以降にミツモンキンウワバによる葉の食害が多く確認されたため、

葉巻数と収量との検討は行わなかった（図 1）が、2007、2008、2009 年は他の食葉性

害虫による影響は認められなかった。 



［具体的データ］ 
  
    
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       （秋田県農林水産技術センター）  
 
 
 
［その他］ 
研究課題名：農薬環境リスク低減防除技術確立事業  
予算区分：国庫補助 

研究期間：2007～2010 年度 

研究担当者：高橋良知、菊池英樹  

図1　葉巻数の推移
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a)7月6半旬にCYAP粉剤を散布して葉巻の発生を抑制
　した区の数値を100とした場合の比率

b)粒径は5.5mm以上
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図3 8月10日頃の葉巻数と各収量構成要素の関係
(2007～2009年調査)
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図4　7月6半旬と8月10日頃の葉巻数の関係

(2007～2010年調査)　**p<0.01

実線は直線回帰式、点線はYの90%信頼区画

y = 3.6894x - 0.0885

r = 0.94**
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図2　8月10日頃の葉巻数と収量の関係
（2007～2009年調査）
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